
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
の
提
供

鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社
（
柳
園 

久
志 

代
表
取
締
役
社
長
）
と
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

ラ
鹿
児
島 

株
式
会
社
（
中
村 

博
之 

代
表
取
締

役
社
長
）
は
、
２
０
２
０
年
７
月
、
鹿
児
島
県

肝
属
郡
３
町
（
肝
付
町
、
錦
江
町
、
南
大
隅
町
）

で
つ
く
る
「
お
お
す
み
Ｍ
Ｍ
Ｏ
（M

obility 
M

anagem
ent O

rganization

）」（
会
長 

永

野 

和
行 

肝
付
町
長
）
と
の
間
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
実
現
に
向
け
、
地
域
課
題
の
解
決
と
地
域
社

会
の
持
続
性
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

現
在
、
多
く
の
地
域
で
公
共
交
通
が
縮
小
し

て
お
り
、
高
齢

者
に
と
っ
て
通

院
や
買
い
物
と

い
っ
た
日
々
の

生
活
に
お
い
て

欠
か
せ
な
い
移

動
に
支
障
を
き

た
す
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。

誰
も
が
利
用
し

や
す
い
便
利
な

移
動
手
段
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
は
じ

め
、
地
元
事
業
者
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

連
携
し
た
様
々
な
活
動
や
仕
組
み
づ
く
り
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
将
来
へ
の
可
能
性
を
広
げ
て

い
く
考
え
だ
。

２
０
２
０
年
度
、
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社
と
お
お
す
み
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
、
ト
ヨ
タ
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
基
金
の
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
た
「
自
治
体
圏
域
を
越
え
た
広
域
連
携
体
制

に
よ
る
移
動
課
題
解
決
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
」
を
目
指
す
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

た
。
ま
ず
は
「
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ

に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
持
続
可

能
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
観
光
振
興
」
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
取
組
み
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

同
助
成
事
業
で
は
、
広
域
移
動
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
や
持
続
性
向
上
に
よ
る
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
確
保
、担
い
手
（
送
迎
す
る
親
族
等
）

の
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
に
次
の
４
事
業
を
実

施
し
た
。

①
３
町
広
域
路
線
「
肝
属
温
泉
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
、
②
肝
付
町
「
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
」
の
運

行
、
③
錦
江
町
「
宿
利
原
地
区
」
で
の
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
家
用
無
償
運
行
、
④
南

自動車販売　’24. 8 11

地域支援地域支援
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大
隅
町「
辺
塚
地
区
」で
の
貨
客
混
載
運
行（
買

い
物
支
援
）

【
事
業
概
要
】

①�

３
町
広
域
路
線
「
肝
属
温
泉
タ
ク
シ
ー
」
の

運
行

肝
付
町
の
高
山
温
泉
ド
ー
ム
と
南
大
隅
町
の

ネ
ッ
ピ
ー
館
の
２
つ
の
温
泉
施
設
を
繋
ぎ
、
途

中
で
錦
江
町
役
場
等
を
経
由
す
る
無
料
の
事
前

予
約
制
タ
ク
シ
ー
を
運
行
。
温
泉
施
設
等
連
携

す
る
こ
と
で
、
町
域
を
超
え
た
新
た
な
移
動
需

要
の
創
出
を
図
っ
た
。

②　

肝
付
町
「
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行

肝
付
町
の
高
山
エ
リ
ア
、
内
之
浦
エ
リ
ア
、

岸
良
エ
リ
ア
の
３
エ
リ
ア
で
事
前
予
約
制
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
。
２
０
１
９
年
９
月
か
ら

運
行
を
開
始
し
て
い
た
が
、
電
話
予
約
の
受
付

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
音
声
認
識
を
活
用
し
た
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
実
施
し
た
。

③�

錦
江
町
「
宿
利
原
地
区
」
で
の
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
自
家
用
無
償
運
行

錦
江
町
宿
利
原
地
区
に
お
い
て
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
運
転
に
よ
り
地
区
内
を
周
回
す
る

自
家
用
無
償
運
行
を
実
施
。
ま
た
、
起
点
と
な

る
宿
利
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
３

町
広
域
路
線
「
肝
属
温
泉
タ
ク
シ
ー
」
と
接
続

す
る
こ
と
で
、
広
域
移
動
の
利
便
性
を
図
っ
た
。

④�

南
大
隅
町
「
辺
塚
地
区
」
で
の
貨
客
混
載
運

行
（
買
い
物
支
援
）

南
大
隅
町
の
中
で
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る

辺
塚
地
区
に
お
い
て
、
住
民
が
買
い
た
い
商
品

を
市
街
地
の
ス
ー
パ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
貨
客
混
載
す
る
こ
と
で
、
買
い
物
支
援
を

図
っ
た
。

こ
れ
ら
４
事
業
の
う
ち
、
ト
ヨ
タ
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
基
金
に
よ
る
助
成
事
業
終
了
後
も
継
続
し

て
い
る
事
業
は
、
肝
付
町
「
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
お
よ
び
南
大
隅
町
「
辺
塚
地
区
」
で
の

貨
客
混
載
運
行
（
買
い
物
支
援
）
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
が
重
要

鹿
児
島
県
の
大
隅
半
島
南
東
部
に
位
置
す
る

肝
付
町
の
人
口
は
、
現
在
約
１
万
４
千
人
で
あ

る
が
、
２
０
４
０
年
に
は
約
38
％
減
少
し
約
８

８
０
０
人
と
な
り
、
現
在
約
40
％
の
老
年
人
口

は
約
50
％
ま
で
増
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

同
町
は
、
広
い
町
域
に
住
宅
地
が
点
在
し
、

路
線
バ
ス
の
廃
止
や
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
重
要
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
や
運
転
手
不
足
か
ら
、
タ
ク
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シ
ー
事
業
の
維
持
や
車
両
数
の
減
少
な
ど
の
問

題
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
２
０
１
９
年
９
月
に
他
の
自
治

体
に
先
駆
け
て
、
肝
付
町
「
お
で
か
け
タ
ク
シ

ー
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
。
利
用
者
は
事
前

登
録
制
と
し
、
肝
付
町
内
の
高
山
エ
リ
ア
、
内

之
浦
エ
リ
ア
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
運
行
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
利
用
予
約

時
に
、
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
ル
ー
ト
や
乗
合
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
目
的
地
ま
で
運
転
を
す
る
。
乗
降
場
所
は
、

利
用
者
の
自
宅
と
エ
リ
ア
内
の
主
要
施
設
お
よ

び
既
存
路
線
バ
ス
の
停
留
所
と
な
っ
て
い
る
。

運
賃
は
１
回
当
た
り
２
０
０
円
（
子
ど
も
１

０
０
円
）、
予
約
方
法
は
、
電
話
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

ア
プ
リ
の
２
通
り
。
電
話
予
約
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
希
望
の
時
間
等
予
約
内
容
を
伝
え
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
。
一
方
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ア
プ
リ
は
、
利
用
者
が
ア
プ
リ
か
ら

入
力
し
た
内
容
が
直
接
シ
ス
テ
ム
に
伝
達
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス

テ
ム
が
最
適
な
ル
ー
ト
等
を
探
索
し
て
配
車
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
生
の
通
学
時
の
送
迎
に
も
利
用

２
０
１
９
年
の
運
行
開
始
以
降
、
利
用
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町
民
の
貴
重
な
移
動
手

段
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
登
録
者
の
約
90
％
が
60
歳
以
上
。
そ

の
う
ち
80
歳
代
が
一
番
多
く
、
全
体
の
46
％
、

90
歳
代
も
全
体
の
20
％
を
占
め
る
。
一
方
で
、

若
い
世
代
の
登
録
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
小
学
生
の
子
ど

も
の
送
迎
を
親
の
代
わ
り
に
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
最
近
は
共
働
き
の

家
庭
も
多
く
自
宅
か
ら
離
れ
た
小
学
校
に
通
う

子
ど
も
の
安
全
面
な
ど
か
ら
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
が

利
用
さ
れ
る
。
肝
付
町
役
場
の
向
か
い
に
小
学

校
が
あ
り
、
事
前
に
親
が
ア
プ
リ
で
予
約
し
、

下
校
時
に
子
ど
も
が
決
め
ら
れ
た
時
間
に
町
役

場
の
乗
車
場
所
に
行
く
と
い
う
も
の
。
ア
プ
リ

で
乗
車
時
間
や
帰
宅
時
間
が
分
か
り
、
保
護
者

に
と
っ
て
も
安
心
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
利
用
目
的
は
、
高
齢
者
の
買
物
や

通
院
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
病
院
独
自
の
送
迎

バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
病
院

と
自
宅
の
往
復
し
か
結
ん
で
お
ら
ず
、
買
物
に

行
く
人
は
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
。
高
齢
者
は
ス
マ
ホ
保
有
率
が
低
く
、
電

話
に
よ
る
予
約
が
ほ
と
ん
ど
。
単
な
る
予
約
だ

け
で
な
く
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
会
話
や
雑
談
を

楽
し
む
人
も
多
い
と
い
う
。
実
証
実
験
を
行
っ

た
「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
音
声
認
識
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に

つ
い
て
は
、
機
械
の
声
に
対
し
て
の
や
り
取
り

を
嫌
う
傾
向
や
鹿
児
島
弁
を
Ａ
Ｉ
が
認
識
で
き

な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

運
行
は
週
３
回
、
９
時
半
か
ら
16
時
。
利
用

者
は
、
病
院
の
受
診
も
含
め
午
前
中
に
全
て
の

行
動
を
終
わ
ら
せ
る
方
が
多
く
、
午
後
１
時
ま

で
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
条
件
は
、
タ
ク
シ
ー
に
自
分
で
乗
り
降

り
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
が
、
実
際
に
ド
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ラ
イ
バ
ー
が
荷
物
を
玄
関
先
ま
で
持
っ
て
行
っ

て
く
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
層
は
70
歳
代
以
降
と
高

く
、
委
託
事
業
者
２
社
の
う
ち
、
１
社
は
80
歳

代
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
委
託

先
事
業
者
の
高
齢
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
総
人
口
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
60
、

70
歳
以
上
の
登
録
者
は
そ
れ
ぞ
れ
２
割
ほ
ど
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な

い
住
民
も
多
く
、
引
き
続
き
登
録
者
は
増
え
て

い
く
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
分
、
町
の

負
担
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

乗
合
率
を
高
め
た
り
、
シ
ス
テ
ム
の
更
新
見
直

し
等
経
費
を
削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
料
金
が

３
０
０
～
３
５
０
円
で
も
問
題
な
い
と
す
る
回

答
も
多
く
、
５
０
０
円
で
も
15
％
が
許
容
範
囲

と
回
答
し
て
い
る
。
今
後
、
利
用
料
金
の
改
訂

も
視
野
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
内
全
自
治
体
の
困
り
ご
と
を
把
握

鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ

ン
パ
ニ
ー
へ
の
移
行
を
宣
言
し
た
２
０
１
８
年

当
時
、
販
売
店
も
車
の
販
売
や
修
理
に
と
ど
ま

ら
ず
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
軸
と
し
た
地
域
貢
献
を

考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で

同
社
は
市
坪
社
長
（
当
時
）
が
鹿
児
島
県
内
の

全
43
自
治
体
を
回
り
、
各
首
長
に
地
域
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
す
る

と
多
く
の
首
長
か
ら
住
民
の
高
齢
化
、
少
子
化

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
さ
っ
そ
く
同
社
は
、

未
来
事
業
研
究
室
（
現
在
は
新
規
事
業
部
）
を

立
ち
上
げ
、
自
家
用
運
送
に
関
す
る
地
域
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

現
在
同
社
で
は
、
自
治
体
に
公
共
交
通
計
画

の
提
案
を
行
っ
た
り
、
自
家
用
輸
送
に
お
け
る

国
交
省
認
定
の
運
転
者
講
習
を
担
い
、
ド
ラ
イ

バ
ー
を
育
て
る
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
昨
年
に
は
、
県
内
の
自
治
体
の
交
通
担

当
者
に
呼
び
か
け
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
４
回
開
催
し
た
。
従
来
か
ら
自
治
体
同
士

が
互
い
の
活
動
を
知
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
情
報
交
換
の
開
催

を
希
望
す
る
声
も
多
く
、今
年
も
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
の
産
業
振
興
を
目
的
に
、

ト
ヨ
タ
自
動
車 

株
式
会
社
の
生
産
方
式
を
農

業
の
場
に
生
か
し
、
農
業
経
営
体
に
対
し
て
現

場
改
善
活
動
を
行
い
生
産
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
通
じ
て
、
同
社
は

地
域
貢
献
活
動
を
今
後
も
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て

い
く
。
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

ドライバーは、タブレット上で「乗車」、「降車」、「運行再開」等を
タップするだけの簡単な操作のみ

本年５月に開催されたモビリティミーティングの案内チラシ




